




















女の子』（La Boulangère de Monceau 1962年）1）からのものである。ロ

































































































































































































































































（Rohmer et Chabrol 1957 → 2006: 27）と述べ、たびたび「姦通」が取
り上げられるヒッチコック映画の大きなテーマの一つを、人が「根源
的」な「罪責（culpabilité）」すなわち「原罪」を共有していることだと

















ル ヴ ィ は そ こ に い た。 残 り の 全 て は 消 え 去 っ た
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
（Tout le reste 




































1988: 3715）, Neupert 2002: 258―9 参照）。玉田が、「偶然は、それが偶然
である以上、たとえ再会が奇跡的であったとしても、だからと言って、





















































































































とに過ぎず、結論を出すことは各人に任せる」（Rohmer & Chabrol 
















図 2 − a 図 2 − b
図 2 − c
（67）
に「あっちだ！」と合図を送られる。次のショットでは、通りを歩くシ
ルヴィの全身像が一瞬、ほとんど正面から映し出される（図 2 − a）。
「なんだって？」と日差しを遮切ろうと手をかざしながら叫ぶ主人公を
背後から映し出すバスト・ショット（図 2 − b）に続いて、次のショッ
トで主人公が右に体を向けると、そのフレーム内に右から入ってきて彼



















図 3 図 4
（68）
いは少し遠くから、背景と共に映し出されることによって、街路での出





（Bonizer 1999: 62―63 参照）。ロメール自身による原作小説との比較から
考えてみよう。小説の中で娘は、初めて登場するときに「とても可愛ら
しく、活き活きとした目、厚ぼったい口、感じの良い顔つきをした、ブ



























事物（les choses telles qu’elles sont）」
（Rohmer 1984 → 2004: 92）を見せるのであり、そこには事物の「現前






































































































































































































































の物語の語りに亀裂をいれ」（玉田 2012: 13 下段）ていることを明らか
にした。この議論は、これまでロメール映画の研究において指摘されて
きた、映画全体の意味がシルヴィのものと想定される視点ショットに




































































3 ）　例えば Greene 2007: 15―32 参照。












































の力（la force de 
l’habitude）によって、僕は毎晩巡察の散歩を続けた―それから、おそ
らく僕の不幸にとってわずかの慰めである、パン屋の娘とデートの約束を

























































（Bonizer 1999: 24）。この「間」については木下（1997: 89―95）、玉田
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